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― 進路選択能力と進路選択自己効力感との関係 ― 

 

    開 本   
 

． と   

が国大学生の進路 の 文 科学 学校 本 によ 、 成 2 年

3 度 的 に就 外の 就職 の 25,993

が、10 年 の 成 12 年 3 度 が 143,716 大 に る

人 が 1.61 大 に 成 26 年 3 にお 83,003

の大学生が就 、 の を に る 子高

化の中 年労 、 人 る中 、 就職 大学生が

るの 就職 の 就職 職 選択を大学生の

大 進路選択 え 、 大学生が進路選択を の 、

の 、に 大 関心が る 大学 における就職選択行動 、進

路選択行動の 1 え るが、 進路選択行動に関 る 、進路

選択能力 進路選択自己効力 が る 進路選択行動 進路選択能力

に影響を けるが、 に進路選択自己効力 が る によ 、 に大 影

響を ける る 富永, 2009 自己効力 自分 る

自 の る Bandura, 1977 進路選択における自己効力 に 、

研究が る , 1998 の 子 る進路選択能力に

、 が 進路選択能力 るの 、に の研究が のよ

、本 が国の大学生に る進路選択能力 的に に

を 、 が進路選択における自己効力 のよ 関 を るの

に 分析  
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．  

2.  進路選択自己効力感  

 進路選択の 、 進路 職 的発達理論、進路成 の 論

る 1970 年 進路選択 職 選択に対 る研究 発

に 行 Ginsberg et al. 1950 にお 、職 選択研究の

る 理論構 が る によ 、職 を選択 る自 の文

化の 分 る 、職 が自分自 の による の よ 、

の 会的 力 に 力 によ 定 る

ア リ の 会 の構造が職 の選択を る

、職 選択における 会的 に る の Super 1955 によ

るキャリア発達 Crites 1961 、Crites 1965 による職 成 度に の 論

が行 Ginzberg 1972 職 選択理論にお を行 、

大 を行 第 の 、職 選択の る 50 年 の理

論 、職 選択 10 20 の 間にお

ける 定 る が、Ginsberg の 理論 、 に年 による 定

を 的に る 定 る の る 第 の 、 の

職 選択 の を 定 、 行 け

る 第 の 、 、職 選択にお 、 人の 関心・

能力 職 機会の が る を 、 人 職 選択に

、自 の る機会 の を ける 、自 の

を 化 る  

年の進路選択における研究によ 、進路選択行動に 自己効力 が大 影響

を与え お 、進路選択における自己効力 が高 、進路選択行動が に行

、進路 が回 る が高 る の 自己効力

自分 る 自 の る Bandura, 1977 自己効力 の

を進路選択領域に に のが Hac ett & Betz 1981 る 差に

実 検 、 男 職 的 が における効力

が る が る の を 自己効力 の を進路選択の領

域に本 的に のが Taylor & Betz 1983 、進路選択自己効力

CDMSE を 5 の領域に分類 10 、 50 の尺度を 定 5 の領
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、自 の る機会 の を ける 、自 の

を 化 る  

年の進路選択における研究によ 、進路選択行動に 自己効力 が大 影響

を与え お 、進路選択における自己効力 が高 、進路選択行動が に行

、進路 が回 る が高 る の 自己効力

自分 る 自 の る Bandura, 1977 自己効力 の

を進路選択領域に に のが Hac ett & Betz 1981 る 差に

実 検 、 男 職 的 が における効力

が る が る の を 自己効力 の を進路選択の領

域に本 的に のが Taylor & Betz 1983 、進路選択自己効力

CDMSE を 5 の領域に分類 10 、 50 の尺度を 定 5 の領

域 、 自己 、 職 報の 集、 選択、 、

る の研究によ キャリア開発 職 定 の 論に対 、進路選択自己

効力 指 が導 研究 大 進 える

Taylor & Betz 1983 346 の大学生を対象に を行 、進路選択領域における

自己効力 を測定 る の高 尺度を開発  

的 学教育 に関 る 報を検 る 、 の

労 が るキャリアを選択 る 、 の能力が る学科を 定 る 、

が職 的に が る える を る る の

の回 、高 内的 0.97 を の 進路選択における自己効

力 の研究 、男 間における 差 学の能力に関 る差 、進路 に る

分野 研究が 、 定の成 が  

 

2.2 進路選択能力  

Crites 1965 Fig.1 に よ に職 発 の理論に る職 成 の構成

を 職 選択の 、 職 選択の 恵、 職 選択能力、 高度 職 選択に

分類 る 職 選択の 、 間・ ・ ル・

家 を、 職 選択の 恵 、能力・ 動・ 関心・ 会 を、 職 選択能力

、 ・ 力・職 報 集 ・自己 ・ 選択を、 高度 職 選

択に 、 ・ リ ・ ・ ・ の を

定 る  

Fig.1 職 発 の理論に る職 成 の構成  
職 成 の 度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Crites 1965 .5p よ が 成 
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Fig.1　職業発展の理論に由来する職業成熟の構成概念

職業成熟の程度
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出所：Crites（1965）.5p より筆者が作成



の中 職 選択能力 Vocational choice Competencies に の が

Taylor & Bets 1983 による CDMSE に関 る尺度開発の理論的 け が

る Taylor & Betz 1983 における CDMSE の 進路選択能力に

る CDMSE の 5 領域 Crites 1965 の職 成 の構成

モデル 定 る 能力・ 力・職 報・自己 ・ 選択 5

の職 選択能力によ 定 る る CDMSE の本 の 的

の が、 進路 定 に対 る自己効力 を る を開発 る

る 、 の能力に キャリアを選択 る 、 に自己

る 、 の の に関連 る実務 に る 、 1980 年 の職

の 動 を る 、 が職 的に が る える を る

の進路選択能力 が る  

Crites 1965 進路選択能力に関 る 的 研究 、Taylor & Betz

1983 の研究 キャリア発達 進路 の に の研究が

分 が の るが、Super 1953 、 キャリア発達理論を

検討 10 の理論に の中の 、 人が生 中

が 化 、 間 による自己 の の中 職 選択 能力に 化が る

指 る 能力、 関心 によ 職 選択が 化 る の

、能力 に るが、 職 定の を

る 職 選択能力 る る に Super 1953 が論

る Ginsberg et al. 1950 びに Ginzberg 1972 の研究 職 選択 、

人が 関心、能力、 職 機会の間の を けよ る行

る る 能力に の が るが 的 進路

選択能力に関 る の Holland & Holland 1977 、進路

尺度を 、 定能力、関心、および職 の態度の る中 、

進路選択能力を構成 る 、 定能力を る  

Osipow 1999 による進路 の研究 、進路 定の に る 、

進路 定 の自己 、職 報の によ 定 る るが、

進路選択能力に関 る に Santos & Gonçalves 2014 にお キャ

リア発達 の 職 分類を行 、進路選択能力研究の が

るが、進路選択能力の構成に関 る 分  

が国にお 進路 に関 る研究が る 清 ・ 井
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、能力 に るが、 職 定の を

る 職 選択能力 る る に Super 1953 が論

る Ginsberg et al. 1950 びに Ginzberg 1972 の研究 職 選択 、

人が 関心、能力、 職 機会の間の を けよ る行

る る 能力に の が るが 的 進路

選択能力に関 る の Holland & Holland 1977 、進路

尺度を 、 定能力、関心、および職 の態度の る中 、

進路選択能力を構成 る 、 定能力を る  

Osipow 1999 による進路 の研究 、進路 定の に る 、

進路 定 の自己 、職 報の によ 定 る るが、

進路選択能力に関 る に Santos & Gonçalves 2014 にお キャ

リア発達 の 職 分類を行 、進路選択能力研究の が

るが、進路選択能力の構成に関 る 分  

が国にお 進路 に関 る研究が る 清 ・ 井

2007 、進路 を る が 進路を る 動に

る が 心理的 態 る を る

、 を 定 、 を 定 る の進路 に

山 1985, 1986 41 の職 定尺度を 成 、 、 、 、

の 5 子を る 1995 、 行研究を に

的 子分析を行 、 報・自 、 関連 、 、 モ

リア の 5 子を る 井・清 2006 、 の研究を に が

、 報・自 、 、 定 、 、 、 モ リア

の 7 子を る の 外国および が国における進路 に関 る 行

研究 、進路 を構成 る 子 る のの、進路選択能力 の

のに構成に が る  

富永 2010 河崎 2003 を に 定 自の進路選択能力の指

を構成 、進路選択能力 進路選択自己効力 びに進路選択行動に の関

に る 河崎 2003 、2000 年 4 5 にキャリア教育が 的

に実 る 国の中 学校 15 校、キャリア 職 学校 2 校、 教育

、研究機関 を を行 に関 の を実

の 、中 学校 、 自己理 人間関 定 の能力を中心に、

報 集 の能力育成を 、高 学校 、就 を

の中 的 キャリア・ の能力を育成 る が

に の を え 、富永 2010 進路選択能力を 進路選

択 を るのに 力 キル る 定 態に

、 に が る に ける が る 、 が自分に

大 の を ける が る 、 外の に 、自

分が 実的に る を が る 、 よ よ を ける に、

る け の 報を集 る 、 を る 、 に えを

、 の選択 を える が る 、 に を る 、

選択 を、 に る が る 、 定の 、 る

能 に る 7 構成 る を る  

に、西山 2011 、 高 キル る 、 自分の に に

、人 力を発 成 を る の 3 学生を 定 よ

る 定 る 指 る キル 、 本 の キル
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の キル の 、SPI の よ 学 理指

によ 、 キルの測定を行 が る モ に

の を る の 、 ル の 、 を 理指 に

る が 、 の を 、 に 、 を

え、教 化 る が に る る る

に 、 の会 、 の に 学生を る る 定

る 実務家 に 会 が、 間 の

能力・ ・ が 西山の指

、 の実務 る える 、 Crites 1965 が

構成 モデルを構 、Taylor & Betz 1983 が進路 定 定

、 ・ 力・職 報 集 ・自己 ・ 選択 5 領域 西山 2011

による 能力・ ・ の 3 の を 、進路選択能力を進路選

択 キル、進路選択 、進路選択モ 3 子 構成

る の 進路選択 キル 進路選択にお 職 報 集 自己 、

に関 る る 進路選択 自己 によ

自己の能力の 、 職 の 、職 報 集による自 の

の に関 る 力 る 進路選択モ 、職 報

に関 る 関心対象に関 、 選択の に 力を を高

の 進路選択行動を 力 る  

の が導 る  

1 進路選択能力 、進路選択 キル、進路選択モ 、進路選択

によ 構成 る  

 

2.3 進路選択能力と進路選択自己効力感  

 富永 2009 、 自の進路選択能力の指 を構成 、Fig.2 に よ に進路選択

能力 進路選択自己効力 びに進路選択行動に の関 に 分析

る 富永 2009 、 3 の 間の関 を大学生 381 、高校生 1,110 、中

学生 475 に対 、進路選択能力 進路選択自己効力 を 進路

選択行動に る 構造 中学・高校・大学 定 る の 論を導  
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Fig.2 進路選択能力・進路選択自己効力・進路選択行動の関連モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富永 2010 .39p よ が 成 

 

進路選択自己効力 に関 る 論の中 、 のよ に 、進路選択自己効力

が るの 、 進路選択自己効力 を高 る に が

の実 研究の に 、進路選択自己効力 に関 る 論

、進路選択自己効力 を 定 る を る に え るの

る 富永 2008 によ 、進路選択自己効力 、 の研究 進路

選択行動 の 関 が る 達, 2001 Gushue, Clar e, Pantzer, & 

Scanlan, 2006 の 進路選択自己効力 を高 る 研究に 、

が を指 る の の 対象 の進路選択能力

が 定 を指 る 富永 2008 によ 、進路選択能

力 、進路選択 を る に 力 キル 、進路選択自

己効力 、進路を選択・ 定 る に行動を自分が の 度 る

自分 の 、 え 自分の進路選択能力に対 る自己

るの 、 を 定 育成 る に 、 の進路選択能力

る 分析 る 富永 2009 にお 、1,110 の高校生を対

象に 、 の 進路選択能力 が 進路選択行動に 関連 る

、 に、進路選択能力が進路選択自己効力 を 進路選

択行動に影響を与える を に る の 大学生にお 進路

選択能力を構成 る 3 が進路選択自己効力 に のよ に影響を るの
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を る が る え る のよ に進路選択能力 進路選択自己

効力 の関 を が る  

2 進路選択能力 進路選択自己効力 に の影響を与える  

の 進路選択能力が 3 に分類 る のよ 3 の

の導 に がる  

2a 進路選択 キル 、進路選択自己効力 に の影響を与える  

2b 進路選択 、進路選択自己効力 に の影響を与える  

2c 進路選択モ 、進路選択自己効力 に の影響を与える  

 

． と 結  

3.   

 本研究の 、2012 年 4 に実 関西に る 大学の 会科学 学 の

3 年生に対 、 によるア を実 進路選択 キル、進路選択モ

、進路選択 、進路選択自己効力 の 指 に関 る定 ア

を実 進路選択自己効力 に 1995 による進路選択に対

る自己効力尺度 30 を 1995 自分の能力を に

る 、 人間 の 、 報 の 、 が自分に る

る 、 る職 に る人 の年間 に る の を 4

尺度に るが、本研究の の を 5 尺度

る 進路選択モ に関 る尺度 、 に 対 、

が る 、 自分の 10 年 の を 桜井・高野 1985

による尺度を に 進路選択 に が 構成 の る 進路選択

キル・進路選択 に関 る尺度 Taylor & Betz 1983 における CDMSE 尺

度を 進路選択 キル 、 国内外 の職 選択 就職 態、

に る を 進路選択モ

、 自分の 10 年 の を る 3 を 進路選択

、 人を に る 、 報を に る を る

18 を 回 3 年生 、 のキャリア

教育に関 る に 心に 30 を分析対象 回 の を

ル る 、 子学生 、自 学 、 学 、
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の 進路選択能力が 3 に分類 る のよ 3 の

の導 に がる  

2a 進路選択 キル 、進路選択自己効力 に の影響を与える  

2b 進路選択 、進路選択自己効力 に の影響を与える  
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． と 結  

3.   

 本研究の 、2012 年 4 に実 関西に る 大学の 会科学 学 の

3 年生に対 、 によるア を実 進路選択 キル、進路選択モ

、進路選択 、進路選択自己効力 の 指 に関 る定 ア

を実 進路選択自己効力 に 1995 による進路選択に対

る自己効力尺度 30 を 1995 自分の能力を に

る 、 人間 の 、 報 の 、 が自分に る

る 、 る職 に る人 の年間 に る の を 4

尺度に るが、本研究の の を 5 尺度

る 進路選択モ に関 る尺度 、 に 対 、

が る 、 自分の 10 年 の を 桜井・高野 1985

による尺度を に 進路選択 に が 構成 の る 進路選択

キル・進路選択 に関 る尺度 Taylor & Betz 1983 における CDMSE 尺

度を 進路選択 キル 、 国内外 の職 選択 就職 態、

に る を 進路選択モ

、 自分の 10 年 の を る 3 を 進路選択

、 人を に る 、 報を に る を る

18 を 回 3 年生 、 のキャリア

教育に関 る に 心に 30 を分析対象 回 の を

ル る 、 子学生 、自 学 、 学 、

の を 定 分析 る の び 関

の Table1 び Table2 の る  

Table1  

 

 

 

 

 

 

 

Table2 尺度間の 関  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．  結  

3.2.   

 測定尺度 成の 子分析 子 ・ リ 回 、 分析を

実 、 る が る を 、 子 0.4 の

を を 、 が る 、

全 子 が 0.4 に 分析を 的に 3 子、16

が 子 Table3 の お る  

  

の を 定 分析 る の び 関

の Table1 び Table2 の る  

Table1  

 

 

 

 

 

 

 

Table2 尺度間の 関  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．  結  

3.2.   

 測定尺度 成の 子分析 子 ・ リ 回 、 分析を

実 、 る が る を 、 子 0.4 の

を を 、 が る 、

全 子 が 0.4 に 分析を 的に 3 子、16

が 子 Table3 の お る  
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Table3 進路選択能力 の 子分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 子 、進路選択における自分の 能力に対 る理 および自分に

職 に 理 る に対 る 子 が高 、進

路選択に関 る の 子 .848 、進路選択 る

る 第 2 子 、進路選択における自 の に関 、

・理 る に対 る 子 が高 、進路選択に関

るモ の 子 .805 、進路選択モ る

る 第 3 子 、進路選択における 対象の ・ に

理 る に対 る 子 が高 、進路選択に関 る

キルの 子 .865 、進路選択 キル る る 子分

析 の 3 子 、3.1 3.2 論 進路選択能力の 3

る る が 、 支 る え る

の分析にお 尺度 の 高 え、 の 子に

の を 純 を 、進路選択 尺度・進路選

択モ 尺度・進路選択 キル尺度  
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Table3 進路選択能力 の 子分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 子 、進路選択における自分の 能力に対 る理 および自分に

職 に 理 る に対 る 子 が高 、進

路選択に関 る の 子 .848 、進路選択 る

る 第 2 子 、進路選択における自 の に関 、

・理 る に対 る 子 が高 、進路選択に関

るモ の 子 .805 、進路選択モ る

る 第 3 子 、進路選択における 対象の ・ に

理 る に対 る 子 が高 、進路選択に関 る

キルの 子 .865 、進路選択 キル る る 子分

析 の 3 子 、3.1 3.2 論 進路選択能力の 3

る る が 、 支 る え る

の分析にお 尺度 の 高 え、 の 子に

の を 純 を 、進路選択 尺度・進路選

択モ 尺度・進路選択 キル尺度  

3.2.2 進路選択能力が進路選択自己効力感に与える影響 

 進路選択能力を構成 る 3 の 子が、進路選択自己効力 に影響を与える を検

る 、 を に を に 的 回 分析を行

、進路選択自己効力 に影響を え る 、自 学 、

人 、 に 、 、 の 、

進路選択能力の 3 を 2 Table4 の お る 第

1 に、 を 関連を お 、 の

進路選択自己効力 に影響を与え が 第 2 に、進路選択

自己効力 に対 、進路選択モ 進路選択 の 2 の が

に 回 を る が 、進路選択 キ

ルの回 が 2a および 2b 支 る

が、 2c に 支  

Table4 進路選択自己効力 に与える影響の 回 分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察と結論 

 本 、進路選択 キル、進路選択モ 、進路選択 構

成 る進路選択能力が、大学生の進路選択における進路選択自己効力 に与える影

響に 実 的に分析 進路選択能力を進路選択 キル、進路選択モ

、進路選択 に分類 る 、 行研究

分析 、 的 研究 本 分析 に が
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、 に 実を の る  

 第 1 に 行研究にお 、大学生の進路選択自己効力 を高 る に る

進路選択能力を進路選択 、進路選択モ 、進路選

択 キルの 3 子に分類 る が 第 2 に進路選択 、進路選択モ

が、進路選択自己効力 に 影響を与え る が

、 の構成 子 る進路選択 キル 、進路選択自己効力 に影響

を与え 実 に 第 3 に 子学生 、自 学

、 学 、 学 に 関関

が  

 に本 を 理 る 理論的 、大学生の進路

選択における進路選択能力を進路選択 、進路選択モ 、進路選

択 キル 3 子に分類 る が が る 進路選択自己効

力 進路選択行動に影響を が 、定 が 進路選択

能力 、進路選択 、進路選択モ 、進路選択 キル 3

子 構成 る が に 、進路選択自己効力 の 定

、進路選択 進路選択モ が 影響を

を 指 る 、就職 動 進路選択の における進路選

択自己効力 の に 指 に 、 進

路選択自己効力 を 定 る に関 る実 研究 に の に

、本 の理論的 が える 、進路選択 キル

が進路選択自己効力 に与える影響 的に を

が る 尺度によ 、進路選択 キル 測定 るが、

回 大学 3 年生 4 の

リ を る 会 研究を進 るに 、進路の

が行 る を える 、3 年生 4 本 の進路選択 キル 分に高

、進路選択自己効力 に び え る  

実 的 、大学生の職 選択 の進路選択にお 、本人 就職

職 の を のよ に る が就職 動の成 に大 影響を が

指 る に が 大学生の進路選択における

る を 的に の 、 る え る 本

にお 、進路選択能力 進路選択自己効力 の関 に 、男 間の 差
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、 に 実を の る  

 第 1 に 行研究にお 、大学生の進路選択自己効力 を高 る に る

進路選択能力を進路選択 、進路選択モ 、進路選

択 キルの 3 子に分類 る が 第 2 に進路選択 、進路選択モ

が、進路選択自己効力 に 影響を与え る が

、 の構成 子 る進路選択 キル 、進路選択自己効力 に影響

を与え 実 に 第 3 に 子学生 、自 学

、 学 、 学 に 関関

が  

 に本 を 理 る 理論的 、大学生の進路

選択における進路選択能力を進路選択 、進路選択モ 、進路選

択 キル 3 子に分類 る が が る 進路選択自己効

力 進路選択行動に影響を が 、定 が 進路選択

能力 、進路選択 、進路選択モ 、進路選択 キル 3

子 構成 る が に 、進路選択自己効力 の 定

、進路選択 進路選択モ が 影響を

を 指 る 、就職 動 進路選択の における進路選

択自己効力 の に 指 に 、 進

路選択自己効力 を 定 る に関 る実 研究 に の に

、本 の理論的 が える 、進路選択 キル

が進路選択自己効力 に与える影響 的に を

が る 尺度によ 、進路選択 キル 測定 るが、

回 大学 3 年生 4 の

リ を る 会 研究を進 るに 、進路の

が行 る を える 、3 年生 4 本 の進路選択 キル 分に高

、進路選択自己効力 に び え る  

実 的 、大学生の職 選択 の進路選択にお 、本人 就職

職 の を のよ に る が就職 動の成 に大 影響を が

指 る に が 大学生の進路選択における

る を 的に の 、 る え る 本

にお 、進路選択能力 進路選択自己効力 の関 に 、男 間の 差

を 、自 ・ 学、 ・ 人 学、 ・ 学 AO

の間に 関関 が に の の 大学生が就

職 動を る の 3 年生の 4 に実 進路選択能力に 理 る

に 、 るが、就職 動の にお 、キャリ

ア教育 自己 会 び会 の理 における職 選択における

の 、 の 構 を る が る  

 に の研究 を指 る 進路選択能力の構成 る

進路選択 キルが、 進路選択自己効力 の 関関 が生 の に

理論的 が 分 の を る 、進路選択 キルを構成

る 子を 構 る 、 リ ルの尺度に 検討 る 、 キャ

リア教育の実 による 化 の研究を え る

の に 、 の機会に  

 

 本研究を進 るに 、 大学 学 の 生、

生 の指導を に 力

に の を 心よ  
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